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額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て

米

津

昭

子

六五四三二一
は
し
示
き

額
面
株
式
の
額
面
に
つ
い
て
の
沿
革

商
法
二
〇
二
条
二
項
と
額
面
引
下
げ
の
適
法
性

額
面
の
最
低
限
を
法
定
す
る
意
義

無
額
面
株
式
と
額
面
と
の
関
係

立
法
論一

　
は
　
し
　
が

き

　
商
法
は
昭
和
四
九
年
に
株
式
会
社
の
監
査
役
制
度
を
中
心
と
す
る
改
正
を
行
つ
た
が
、
そ
れ
に
引
続
き
現
在
も
ま
た
そ
の
改
正
が
検
討
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
よ
う
に
商
法
改
正
が
問
題
に
な
る
と
、
定
ま
つ
て
そ
の
姐
上
に
上
る
の
が
、
額
面
株
式
一
株
の
金
額
の
間
題
で
あ
る
。

　
今
回
も
、
法
制
審
議
会
は
「
会
社
法
改
正
に
関
す
る
意
見
照
会
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
書
面
に
よ
つ
て
各
方
面
の
意
見
を
求
め
て
い
る
が
、
そ
の

中
に
も
、
額
面
株
式
の
額
面
の
最
低
金
額
を
撤
廃
す
べ
き
か
否
か
、
ま
た
、
額
面
株
式
の
一
株
の
最
低
金
額
を
引
上
げ
る
べ
き
か
否
か
等
、
株
式

　
　
　
額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
（
一
三
二
五
）



　
　
　
額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
（
コ
一
三
六
）

制
度
の
改
善
策
に
つ
い
て
質
間
が
な
さ
れ
て
い
る
。
果
し
て
額
面
の
最
低
限
に
つ
い
て
法
改
正
が
必
要
で
あ
る
か
否
か
、
本
稿
で
は
こ
の
点
に
し

ぽ
つ
て
検
討
し
、
こ
れ
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
私
見
を
の
べ
て
み
た
い
．

　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
額
面
株
式
の
額
面
に
つ
い
て
の
沿
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
以
後
、
各
方
面
よ
り
く
り
か
え
し
多
く
の
議
論
が
な
さ
れ
て
来
た
が
、
結
局
法
は
改
正
さ
れ

な
い
ま
x
今
目
に
至
つ
て
い
る
。
そ
こ
で
こ
の
間
題
を
論
ず
る
に
先
立
ち
、
こ
の
点
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
沿
革
並
び
に
実
状
を
み
て
み
よ
う
。

　
わ
が
国
で
は
、
額
面
株
式
一
株
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
明
治
三
二
年
の
商
法
制
定
以
来
、
そ
の
最
低
限
を
法
定
す
る
立
場
に
立
つ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
株
式
は
額
面
株
式
の
み
に
限
ら
れ
、
し
か
も
株
金
に
つ
い
て
分
割
払
込
制
を
認
め
て
い
た
状
況
の
下
で
、
券
面
額
の
最
低
限
は
五
〇
円
、

但
し
一
時
に
株
金
全
額
を
払
込
む
場
合
に
は
二
〇
円
と
さ
れ
て
い
た
（
明
治
三
二
年
法
一
四
五
条
二
項
）
。
そ
の
後
、
昭
和
二
三
年
の
商
法
一
部
改
正

に
よ
り
分
割
払
込
制
が
廃
止
さ
れ
た
た
め
（
昭
和
壬
二
年
の
商
法
一
部
改
正
）
、
額
面
は
二
〇
円
を
最
低
限
と
す
る
こ
と
に
改
め
ら
れ
た
（
昭
和
壬
二
年

法
二
〇
二
条
二
項
V
。
そ
れ
が
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
に
よ
つ
て
、
当
時
の
貨
幣
価
値
そ
の
他
の
事
情
か
ら
み
て
二
〇
円
で
は
あ
ま
り
に
も
低
く
過
ぎ

た
こ
と
、
ま
た
、
以
前
株
式
が
一
〇
株
単
位
で
取
引
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
改
正
当
時
は
一
〇
〇
株
単
位
で
取
引
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
を
反

映
し
て
、
五
〇
〇
円
に
引
上
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
、
同
改
正
法
附
則
四
項
は
、
「
こ
の
法
律
施
行
前
に
成
立
し
た
株
式
会
社
が
、
既
に
発
行
し
た
株

式
及
び
こ
の
法
律
施
行
後
発
行
す
る
額
面
株
式
に
つ
い
て
は
、
第
二
〇
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
の
同
条
同
項
の
規
定

を
適
用
す
る
」
と
規
定
し
た
た
め
、
従
前
の
大
部
分
の
会
社
は
、
い
ぜ
ん
と
し
て
額
面
五
〇
円
の
株
式
を
発
行
し
て
い
た
。
法
は
、
従
来
の
株
式

会
社
が
既
存
の
額
面
五
〇
〇
円
未
満
の
株
式
を
五
〇
〇
円
以
上
の
株
式
に
変
更
す
る
方
法
を
用
意
し
、
「
旧
法
に
よ
つ
て
成
立
し
た
株
式
会
社
は
、

額
面
五
〇
〇
円
未
満
の
株
式
を
額
面
五
〇
〇
円
以
上
の
株
式
と
す
る
た
め
に
、
新
法
第
三
四
三
条
に
定
め
る
決
議
に
よ
つ
て
、
株
式
を
併
合

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
新
法
第
三
七
七
条
か
ら
第
三
七
九
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
」
と
し
た
（
改
正
法
施
行
法
一
〇
条
二
項
）



が
、
こ
の
規
定
に
よ
つ
て
認
め
ら
れ
た
方
法
は
、
非
常
な
手
数
と
費
用
を
要
す
る
だ
け
で
な
く
、
株
式
併
合
に
は
株
券
の
提
供
（
商
三
七
七
条
）
、

新
株
券
の
交
付
（
商
三
七
八
条
）
な
ど
の
た
め
に
一
定
期
間
株
式
の
取
引
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
手
続
に
よ
つ
て
額
面
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

引
上
げ
を
し
た
例
は
ほ
ん
の
数
社
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
そ
れ
の
み
か
、
改
正
法
施
行
前
に
設
立
さ
れ
た
会
社
が
、
改
正
法
施
行
後
、
一
旦
額
面
を

五
〇
〇
円
に
引
上
げ
て
も
、
そ
の
後
再
び
旧
額
面
に
引
下
げ
た
り
、
改
正
法
施
行
後
に
設
立
さ
れ
た
額
面
五
〇
〇
円
の
株
式
を
有
す
る
会
社
も
、

そ
の
額
面
を
引
下
げ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　
改
正
法
施
行
前
に
設
立
し
た
会
社
で
、
一
旦
額
面
を
五
〇
〇
円
に
引
上
げ
た
会
社
が
額
面
を
引
下
げ
る
に
は
、
株
式
分
割
の
方
法
に
よ
る
（
商

二
九
三
条
ノ
四
）
。
こ
れ
に
対
し
、
改
正
法
施
行
後
に
成
立
し
た
会
社
の
場
合
は
、
額
面
の
最
低
限
は
五
〇
〇
円
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
、
株
式

を
分
割
し
て
一
株
五
〇
円
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
会
社
を
改
正
法
施
行
前
に
設
立
さ
れ
た
額
面
五
〇
円
の
株
式
を
有
す
る
会
社
に
吸

収
合
併
さ
せ
る
と
い
う
形
で
行
う
。
或
い
は
、
額
面
株
式
を
無
額
面
株
式
に
変
更
し
た
上
、
株
式
分
割
の
方
法
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

経
緯
で
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
の
改
正
に
よ
つ
て
額
面
の
最
低
限
が
五
〇
〇
円
と
さ
れ
て
か
ら
今
日
ま
で
既
に
二
五
年
の
年
月
を
経
た
に
も
拘
ら

ず
、
今
な
お
大
多
数
の
会
社
の
額
面
は
五
〇
〇
円
に
統
一
さ
れ
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
か
え
つ
て
そ
の
流
れ
に
逆
行
し
て
額
面
の
引
下
げ
を
行
い

額
面
五
〇
円
と
し
て
い
る
も
の
が
多
い
。

　
（
1
）
　
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
後
も
学
界
や
実
務
界
か
ら
額
面
引
上
げ
論
が
高
ま
つ
た
。
そ
の
主
な
理
由
は
、
貨
幣
価
値
の
低
落
に
か
か
わ
ら
ず
旧
法
の
最
低
額
面
た
る
五
〇
円
を

　
　
維
持
す
る
こ
と
は
著
し
く
不
均
衡
で
あ
り
、
株
券
の
作
成
費
用
、
印
紙
代
、
総
会
招
集
通
知
費
用
等
を
賄
い
き
れ
な
い
。
そ
の
上
、
戦
後
数
次
の
増
資
の
結
果
と
し
て
、
莫
大
な
株

　
　
式
が
発
行
さ
れ
た
た
め
、
株
式
事
務
や
配
当
事
務
の
煩
雑
化
を
招
き
、
会
社
事
務
を
阻
害
す
る
と
い
う
の
で
あ
つ
た
。

　
　
こ
の
点
に
関
す
る
学
会
・
実
務
界
の
論
議
に
つ
い
て
は
、
曽
野
「
商
法
改
正
の
立
法
論
的
展
開
」
会
社
実
務
協
会
編
・
商
法
改
正
の
動
向
と
基
本
問
題
五
八
頁
以
下
に
詳
し
い
。

　
（
2
）
　
こ
の
施
行
法
に
よ
る
手
続
に
よ
つ
て
額
面
額
の
引
上
げ
を
し
た
実
例
は
東
宝
・
東
洋
製
罐
・
野
沢
石
綿
セ
メ
ン
ト
の
三
社
に
と
ど
ま
つ
た
（
曽
野
「
商
法
改
正
の
立
法
論
的
展

　
　
開
」
会
社
実
務
協
会
編
・
商
法
改
正
の
動
向
と
基
本
問
題
五
八
頁
）
。

額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て

三
　
　
（
二
一
三
七
）



額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
三
　
商
法
二
〇
二
条
二
項
と
額
面
引
下
げ
の
適
法
性

四
（
一
二
三
八
）

　
現
行
法
上
、
額
面
株
式
一
株
の
金
額
は
五
〇
〇
円
を
下
る
こ
と
を
得
な
い
と
さ
れ
て
い
る
が
（
商
二
〇
二
条
二
項
）
、
改
正
法
施
行
後
、
一
旦
額
面

を
五
〇
〇
円
に
引
上
げ
た
会
社
が
、
株
式
分
割
に
よ
り
額
面
を
旧
額
面
額
に
引
き
戻
し
た
り
、
或
い
は
、
改
正
法
施
行
後
に
設
立
し
た
会
社
が
、
額
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
（
2
）
（
3
）

引
下
げ
の
た
め
だ
け
に
、
改
正
法
施
行
当
時
に
存
在
し
た
会
社
に
合
併
さ
せ
る
こ
と
は
適
法
で
あ
ろ
う
か
。
か
か
る
額
面
引
下
げ
に
つ
い
て
の
反

対
論
者
は
、
「
改
正
法
律
施
行
法
が
、
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
つ
て
、
既
存
の
額
面
五
〇
〇
円
未
満
の
株
式
を
五
〇
〇
円
以
上
の
株
式
に
変
更

で
き
る
便
宜
を
与
え
た
の
は
（
改
正
法
律
施
行
法
一
〇
条
二
項
）
、
額
面
の
最
低
限
を
五
〇
〇
円
と
定
め
た
改
正
法
の
趣
旨
を
可
及
的
に
維
持
す
る
こ

と
が
目
的
で
あ
り
、
同
項
に
よ
る
株
式
の
併
合
を
行
っ
た
会
社
が
、
再
び
株
式
を
分
割
し
て
額
面
五
〇
〇
円
未
満
の
株
式
と
す
る
こ
と
は
、
同
項

の
予
想
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
改
正
法
附
則
四
号
が
改
正
法
施
行
前
に
成
立
し
た
会
社
に
対
し
、
額
面
引
上
げ
を
免

除
し
て
い
る
の
は
、
額
面
引
上
げ
に
よ
つ
て
生
ず
る
会
社
側
の
費
用
と
労
力
の
点
に
お
け
る
負
担
を
考
慮
し
た
趣
旨
に
す
ぎ
ず
、
決
し
て
改
正
法

施
行
前
に
成
立
し
た
会
社
な
ら
、
額
面
五
〇
円
と
五
〇
〇
円
と
の
間
を
株
式
の
分
割
と
併
合
と
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
つ
て
、
自
由
に
往
復
で
き
る

と
い
う
身
勝
手
な
特
権
を
与
え
よ
う
と
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
額
面
の
引
上
げ
は
株
主
総
会
の
特
別
決
議
で
、
額
面
の
引
下
げ
は
取
締

役
会
の
決
議
で
な
し
う
る
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
奇
妙
な
現
象
で
あ
り
、
そ
の
不
当
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
　
…
…
要
す
る

に
、
株
式
分
割
の
方
式
に
よ
る
額
面
の
引
下
げ
は
改
正
法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
、
果
し
て
、
こ
れ
が
認
め
ら
れ
て
良
い

　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
」
。
ま
た
、
会
社
合
併
の
方
式
に
よ
る
場
合
に
つ
い
て
も
、
　
「
元
来
、
商
法
の
認
め
る
合
併
制
度
は
、
企
業
の
組
織
拡
大
を

図
る
べ
く
、
企
業
合
同
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
、
合
併
を
必
要
と
す
る
本
来
の
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
額
面
の
変
更
を
望

ん
で
い
る
会
社
が
、
改
正
商
法
施
行
前
に
成
立
し
た
実
体
の
な
い
会
社
を
買
収
し
て
、
こ
れ
へ
の
吸
収
合
併
の
方
法
を
と
る
よ
う
な
こ
と
は
、
合

併
制
度
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
明
ら
か
に
合
併
制
度
の
濫
用
で
あ
る
。
従
つ
て
、
か
か
る
会
社
合
併
の
効
力
が
認
め
ら
れ
る
か



ど
う
」
か
、
ま
た
、
そ
の
前
提
と
な
る
会
社
の
買
収
行
為
が
果
し
て
会
社
の
目
的
の
範
囲
内
の
も
の
と
い
え
る
か
ど
う
か
は
、
多
分
に
疑
問
で
あ
る

　
（
5
）

と
す
る
。

　
な
る
ほ
ど
株
式
分
割
も
、
合
併
も
、
額
面
引
下
げ
の
た
め
に
規
定
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
と
同
時
に
、
改
正
法
律
施
行

法
に
よ
つ
て
株
式
を
併
合
し
た
会
社
が
、
再
び
株
式
を
分
割
し
て
額
面
を
五
〇
〇
円
未
満
の
株
式
と
す
る
こ
と
は
、
同
施
行
法
の
予
想
し
て
い
な

い
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
私
は
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
が
、
額
面
の
最
低
限
を
五
〇
〇
円
と
し
な
が
ら
も
、
一

面
に
お
い
て
「
こ
の
法
律
施
行
前
に
成
立
し
た
株
式
会
社
が
既
に
発
行
し
た
株
式
及
び
こ
の
法
律
施
行
後
発
行
す
る
額
面
株
式
に
つ
い
て
は
、
第

二
〇
二
条
第
二
項
の
改
正
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
の
同
条
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
」
（
改
正
法
附
則
4
）
と
し
、
ま
た
同
施
行
法
で
も
「
新

法
施
行
後
に
旧
法
に
よ
つ
て
成
立
す
る
株
式
会
社
の
発
行
す
る
額
面
株
式
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
旧
法
第
二
〇
二
条
第
二
項
の
規
定
を
適
用
す
る
」

（
改
正
法
施
行
法
一
〇
条
一
項
）
と
し
て
、
商
法
二
〇
二
条
二
項
に
つ
い
て
適
用
の
例
外
を
認
め
た
点
を
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
何

と
な
れ
ば
、
額
面
株
式
に
つ
い
て
は
、
額
面
以
下
の
発
行
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
（
商
二
〇
二
条
三
項
）
た
め
、
額
面
の
最
低
限
は
そ
れ
を
統
一
し
て
こ

そ
額
面
の
最
低
限
た
る
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
、
立
法
の
動
機
は
と
も
あ
れ
、
か
か
る
規
定
を
、
額
面
引
上
げ
と
同
じ
時
期
に
設
け
た
こ
と

は
、
法
自
身
、
こ
の
額
面
最
低
限
の
引
上
げ
が
、
額
面
の
最
低
限
と
し
て
統
一
さ
れ
な
い
こ
と
を
当
然
に
予
想
し
た
筈
だ
か
ら
で
あ
る
。
す
る
と
こ

の
規
定
は
、
昭
和
二
五
年
改
正
法
施
行
前
に
成
立
し
た
会
社
に
お
よ
び
改
正
法
施
行
後
旧
法
に
よ
つ
て
成
立
す
る
会
社
に
つ
い
て
は
、
従
来
通
り
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

額
面
株
式
の
発
行
を
認
め
る
と
い
う
既
得
権
を
残
し
た
と
解
し
得
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
る
ほ
ど
同
施
行
法
に
も
、
旧
法
に
よ
つ
て
成
立
し
た

会
社
が
額
面
五
〇
〇
円
未
満
の
株
式
を
額
面
五
〇
〇
円
以
上
の
株
式
に
す
る
た
め
の
規
定
を
置
い
て
は
い
る
が
（
改
正
法
施
行
法
一
〇
条
二
項
）
、
こ

れ
は
旧
法
に
よ
つ
て
成
立
し
た
会
社
に
与
え
た
額
面
五
〇
〇
円
未
満
の
株
式
を
額
面
五
〇
〇
円
以
上
の
株
式
に
す
る
た
め
の
便
法
で
あ
り
、
こ
の

規
定
を
、
額
面
の
最
低
限
を
五
〇
〇
円
と
定
め
た
改
正
法
の
趣
旨
を
可
及
的
に
維
持
す
る
た
め
の
規
定
と
は
解
し
難
い
。
こ
の
よ
う
に
解
す
る
こ

と
は
、
こ
の
規
定
が
、
同
じ
施
行
法
の
一
項
に
続
き
二
項
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
こ
の
規
定
が
、
「
株
式
会
社
は
－
…
株
式
を
併
合
す

　
　
　
額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
（
一
二
三
九
）



額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て

六
　
　
　
（
一
二
四
〇
）

る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
会
社
に
あ
つ
て
は
、
そ
の
後
に
お
い
て
額
面
を
引
上
げ
て
も
、

再
び
元
の
額
面
ま
で
戻
す
こ
と
を
さ
ま
た
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
（
1
）
　
東
京
証
券
取
引
所
の
上
場
株
式
に
つ
い
て
も
、
昭
和
三
七
年
を
契
機
に
、
額
面
を
引
下
げ
る
ヶ
ー
ス
が
多
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
星
野
「
額
面
株
式
の
額
面
額
の
変
更
」

　
　
商
事
法
務
研
究
三
七
七
号
三
頁
以
下
に
詳
し
い
。

　
（
2
）
　
こ
の
点
に
つ
い
て
法
務
省
は
「
商
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
二
五
年
法
律
一
六
七
号
）
施
行
前
に
成
立
し
た
株
式
会
社
が
、
同
法
施
行
第
一
〇
条
第
二
項
の
規
定
に

　
　
よ
り
額
面
五
〇
円
の
株
式
を
併
合
し
、
額
面
五
〇
〇
円
の
株
式
に
変
更
登
記
を
了
し
た
る
後
、
額
面
五
〇
円
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
る
変
更
登
記
の
申
請
は
、
商
法
の
一
部
を
改
正

　
　
す
る
法
律
附
則
第
四
項
の
規
定
に
よ
つ
て
受
理
し
て
さ
し
つ
か
え
な
い
も
の
と
考
え
ま
す
が
、
疑
義
も
あ
り
ま
す
の
で
、
何
分
の
御
回
示
賜
り
た
く
御
伺
い
い
た
し
ま
す
」
と
い
う

　
　
札
幌
法
務
局
民
事
行
政
部
長
か
ら
の
照
会
に
答
え
て
「
照
会
の
あ
つ
た
標
記
の
件
に
つ
い
て
は
、
貴
兄
の
と
お
り
受
理
し
て
さ
し
つ
か
え
な
ど
と
回
答
し
て
い
る
。
昭
和
二
五
年

　
　
六
月
一
八
目
付
民
事
四
発
第
四
四
号
民
事
局
第
四
課
長
心
得
回
答
。

　
（
3
）
　
法
務
省
は
く
り
か
え
し
そ
の
適
法
な
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
昭
和
三
七
年
六
月
一
三
日
付
民
事
甲
第
一
五
六
三
号
民
事
局
長
回
答
、
昭
和
三
七
年
七
月
二
日
付
民
事
甲
第
一
八

　
　
四
三
号
民
事
局
長
電
報
回
答
。

　
（
4
）
　
阪
埜
「
株
式
の
額
面
変
更
に
つ
い
て
」
綜
合
法
学
六
巻
一
〇
号
六
七
頁
。
同
旨
・
星
野
前
掲
五
頁
。

　
（
5
）
　
阪
埜
・
前
掲
六
七
頁
。

　
（
6
）
　
鈴
木
教
授
は
「
株
金
額
の
最
低
限
を
昭
和
二
五
年
の
改
正
法
は
五
〇
〇
円
に
引
上
げ
た
が
、
以
前
に
は
二
〇
円
以
上
と
さ
れ
、
多
数
の
会
社
で
は
一
株
五
〇
円
と
し
て
い
た
の

　
　
で
、
そ
の
引
上
げ
を
強
制
す
る
の
は
無
埋
で
あ
る
と
考
え
、
改
正
法
施
行
後
設
立
す
る
会
社
に
つ
い
て
は
五
〇
〇
円
以
上
を
要
求
し
つ
つ
、
施
行
前
に
成
立
し
た
既
存
の
会
社
に
つ

　
　
い
て
は
従
前
ど
お
り
で
よ
い
と
し
た
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
会
社
も
、
欲
す
れ
ば
株
主
総
会
の
特
別
決
議
に
よ
り
、
た
と
い
そ
の
結
果
端
株
か
生
ず
る
よ
う
な
場
合
に
も
、
そ
の
株

　
　
式
を
併
合
し
て
五
〇
〇
円
以
上
の
株
式
と
す
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
」
と
さ
れ
（
新
版
会
社
法
七
九
頁
）
、
改
正
法
施
行
後
も
一
株
五
〇
円
の
株
式
が
存
在
す
る
こ
と
を
肯
定
し
て
お

　
　
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

四
　
額
面
の
最
低
限
を
法
定
す
る
意
義

　
こ
の
よ
う
に
、
商
法
二
〇
二
条
二
項
が
昭
和
二
五
年
改
正
法
施
行
前
に
成
立
し
た
会
社
お
よ
び
同
改
正
法
施
行
後
旧
法
に
よ
つ
て
成
立
す
る
会

社
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
な
い
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
会
社
が
改
正
法
通
り
の
額
面
引
上
げ
を
な
す
か
否
か
は
そ
れ
ら
の
会
社
の
随
意
で
あ
る
。
し

か
し
い
か
に
法
が
こ
れ
ら
の
会
社
に
額
面
の
引
上
げ
を
強
制
せ
ず
、
そ
れ
ら
の
会
社
の
随
意
と
し
て
も
、
額
面
引
上
げ
に
合
目
的
性
が
あ
り
、
且



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

つ
有
利
性
が
あ
れ
ば
、
会
社
は
当
然
そ
の
方
向
に
改
正
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
点
は
、
額
面
引
上
げ
の
手
続
が
煩
雑
で
あ
つ
て
も
同
様
で
あ

る
。
ま
し
て
利
益
団
体
た
る
会
社
に
あ
つ
て
は
、
そ
う
考
え
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
す
る
と
、
そ
れ
ら
の
会
社
の
大
多
数
が
、
こ
れ
ま
で
一
般
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

行
な
わ
れ
て
い
た
額
面
五
〇
円
の
株
式
を
維
持
し
、
額
面
五
〇
円
の
額
面
株
式
を
発
行
し
て
い
る
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
が
問
題
で
あ
る
。

　
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ま
で
額
面
の
最
低
限
は
二
〇
円
と
さ
れ
て
い
た
も
の
が
、
一
挙
に
五
〇
〇
円
に
改
正
さ
れ
た
の
は
、

当
時
の
貨
幣
価
値
そ
の
他
の
事
情
か
ら
見
て
二
〇
円
で
は
あ
ま
り
に
も
低
く
過
ぎ
た
こ
と
、
ま
た
、
以
前
株
式
が
一
〇
株
単
位
で
取
引
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

た
が
、
改
正
当
時
は
そ
の
一
〇
倍
の
一
〇
〇
株
単
位
で
取
引
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
情
が
反
映
し
た
と
解
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
額
面
の
最
低
限

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

を
法
定
す
る
理
由
は
、
一
般
公
衆
の
零
細
な
貯
蓄
を
株
式
投
機
に
散
ず
る
こ
と
が
な
い
よ
う
防
止
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
株
式
と
貯
蓄
と

を
比
較
す
れ
ば
、
株
式
が
企
業
に
対
す
る
投
資
で
あ
る
以
上
、
投
機
性
を
有
す
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
額
面
の
最
低
限
を
法
定
す
る

理
由
が
こ
こ
に
い
う
公
衆
の
不
当
な
投
機
の
抑
制
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
法
制
定
当
時
は
十
分
そ
の
機
能
を
果
し
た
金
額
も
、
現
在
で
は
現
行
法
に

い
う
五
〇
〇
円
で
も
、
そ
の
機
能
は
果
し
得
て
い
な
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
昭
和
四
九
年
度
一
所
帯
当
り
年
間
平
均
収

入
額
は
二
百
六
二
万
四
千
円
で
あ
り
、
平
均
貯
蓄
保
有
額
も
二
百
二
五
万
二
千
円
で
あ
る
こ
と
を
見
て
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
こ
の
意
味
か
ら
す

れ
ば
、
現
在
で
は
、
額
面
の
最
低
限
が
五
〇
〇
円
で
あ
ろ
う
と
五
〇
円
で
あ
ろ
う
と
た
い
し
た
違
い
は
な
い
と
い
え
る
。

　
株
式
が
民
主
化
さ
れ
て
い
る
今
日
、
大
衆
資
金
の
吸
収
と
い
う
見
地
か
ら
す
れ
ば
、
株
金
額
を
あ
ま
り
高
く
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

う
か
と
い
つ
て
、
会
社
の
事
務
処
理
や
株
式
取
引
の
際
の
取
扱
の
便
宜
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
株
金
額
が
あ
ま
り
低
額
で
も
不
適
当
で
あ
る
。
そ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

れ
な
ら
ば
法
定
の
最
低
限
は
い
く
ら
に
定
め
て
も
問
題
で
な
く
、
そ
れ
以
上
で
会
社
が
適
宜
そ
の
株
金
額
を
定
め
れ
ば
よ
い
と
考
え
る
こ
と
も
で

き
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
も
一
般
実
務
で
は
、
株
式
の
単
位
で
あ
る
一
株
は
、
株
式
評
価
の
基
準
に
は
な
つ
て
い
て
も
、
売
買
取
引
の
単
位
や
、
新
株
を
発
行
し
て
資

金
を
調
達
す
る
場
合
の
単
位
と
は
な
つ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
投
資
の
単
位
と
し
て
は
、
売
買
取
引
単
位
が
経
済
情
勢
に
合
わ
せ
て
認
め
ら
れ
て
い

　
　
　
額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
（
一
二
四
一
）



　
　
　
　
額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
　
　
（
一
二
四
二
）

る
し
、
資
金
調
達
の
単
位
と
し
て
は
、
従
来
は
額
面
発
行
だ
つ
た
た
め
に
、
一
株
の
額
面
金
額
が
資
金
調
達
の
単
位
で
あ
つ
た
が
、
現
在
で
は
時
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

発
行
で
あ
る
た
め
、
一
定
の
取
引
単
位
に
ま
と
め
て
募
集
さ
れ
る
の
で
、
一
株
は
、
資
金
調
達
の
単
位
と
も
な
つ
て
い
な
い
。
す
な
わ
ち
、
取
引
実
務

で
は
、
流
通
市
場
、
発
行
市
場
共
に
そ
の
時
々
の
経
済
情
勢
に
応
じ
た
単
位
で
資
金
が
集
め
ら
れ
、
か
つ
投
資
が
行
わ
れ
て
い
る
。
現
在
で
は
、

一
株
と
い
う
単
位
は
、
株
式
評
価
の
基
準
と
し
て
機
能
し
て
い
る
だ
け
で
、
売
買
取
引
の
単
位
で
も
、
資
金
調
達
の
単
位
で
も
あ
り
得
な
い
。
す

る
と
、
株
式
を
相
互
に
比
較
す
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け
そ
れ
ぞ
れ
が
均
質
で
あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
わ
け
で
、
そ
こ
に
現
行
法
上
額
面
の
最

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

低
限
が
五
〇
〇
円
と
さ
れ
な
が
ら
、
実
際
界
で
五
〇
円
の
額
面
株
式
を
好
む
理
由
が
あ
る
。

　
（
1
）
事
実
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
当
時
は
、
改
正
法
の
適
用
を
受
け
な
い
会
社
も
、
そ
の
株
式
の
金
額
を
引
上
げ
る
だ
ろ
う
と
一
般
に
予
想
し
て
い
た
。
大
隅
・
大
森
教
授
も

　
　
　
「
額
面
株
式
の
株
金
額
の
最
低
限
度
を
五
百
円
と
す
る
規
定
は
、
新
法
の
施
行
期
日
た
る
昭
和
二
六
年
七
月
一
日
以
後
に
成
立
す
る
会
社
に
つ
い
て
の
み
適
用
さ
れ
る
。
そ
れ
以
前

　
　
に
成
立
し
て
い
る
会
社
の
株
式
は
、
右
期
日
前
に
す
で
に
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
後
に
発
行
す
る
株
式
に
つ
い
て
も
右
の
規
定
は
適
用
な
く
、
依
然
と
し
て
旧

　
　
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。
た
だ
新
法
の
施
行
を
契
機
に
漸
次
一
株
の
金
額
が
実
際
上
五
〇
〇
円
を
常
態
と
す
る
方
向
に
向
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
新
規
定
の
適
用
を
受

　
　
け
な
い
会
社
に
お
い
て
も
、
そ
の
株
式
の
金
額
を
五
〇
〇
円
に
引
上
げ
る
こ
と
を
希
望
す
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
燥
に
か
た
く
な
い
」
と
さ
れ
る
（
前
掲
一
一
一
頁
）
。

　
（
2
）
松
岡
教
授
は
そ
の
理
由
を
「
株
式
併
合
の
手
続
期
間
中
は
株
式
取
引
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
、
か
な
り
の
費
用
を
要
す
る
こ
と
な
ど
の
理
由
で
」
あ
る
と
説
明
し
て
お
ら
れ
る
。

　
　
　
注
釈
会
社
法
⑥
四
五
頁
。

　
（
3
）
　
大
隅
・
大
森
・
逐
条
改
正
会
社
法
解
説
二
〇
頁
、
一
一
一
頁
。

　
（
4
）
　
大
隅
・
大
森
前
掲
一
一
〇
頁
。
判
例
で
は
、
法
が
最
低
額
を
定
め
た
理
由
に
つ
い
て
、
「
額
面
並
に
払
込
額
の
僅
少
な
る
株
式
を
発
行
流
通
せ
し
む
る
と
き
は
国
家
経
済
に
不
利
を

　
　
醸
す
」
と
さ
れ
（
大
阪
控
判
明
治
四
〇
・
二
・
八
新
商
判
集
〇
七
一
三
頁
上
七
）
、
ま
た
「
一
は
小
資
本
の
細
民
を
保
護
し
、
一
は
投
機
熱
の
流
行
を
防
ぎ
、
又
一
は
手
段
の
煩
雑
を

　
　
避
く
る
」
た
め
と
さ
れ
る
（
名
古
屋
地
決
明
治
四
三
・
二
・
九
新
商
判
集
e
七
二
二
頁
中
九
」

　
（
5
）
　
大
隅
・
大
森
・
前
掲
一
一
〇
頁
、
加
藤
「
商
法
二
〇
二
条
」
服
部
ほ
か
逐
条
判
例
会
社
法
全
書
2
三
五
〇
頁
。

　
（
6
）
　
大
隅
・
大
森
・
前
掲
一
一
〇
頁
。
会
社
事
務
の
簡
素
化
と
経
費
節
減
の
見
地
か
ら
、
額
面
の
最
低
限
を
五
千
円
に
す
べ
き
で
あ
る
と
の
立
法
論
も
あ
る
。
松
岡
「
額
面
株
式
と

　
　
無
額
面
株
式
」
株
式
会
社
法
講
座
ω
五
一
七
頁
、
吉
田
「
商
法
改
正
審
議
の
状
況
」
法
律
時
報
二
七
巻
四
号
九
二
頁
。

　
（
7
）
矢
沢
ほ
か
「
株
式
制
度
の
改
善
策
」
商
事
法
務
研
究
七
〇
八
号
一
二
頁
、
；
貢
。
竹
中
発
一
　
↓
、
・
。

　
（
8
）
矢
沢
ほ
か
・
前
掲
二
二
頁
。
竹
中
発
言
。



　
　
　
　
　
　
　
五
　
無
額
面
株
式
と
額
面
と
の
関
係

　
現
行
法
で
は
、
会
社
は
額
面
株
式
の
ほ
か
に
無
額
面
株
式
の
発
行
も
認
め
て
い
る
（
商
一
九
九
条
）
。
無
額
面
株
式
制
度
が
採
用
さ
れ
た
の
は
、

額
面
株
式
は
額
面
の
最
低
限
が
法
定
さ
れ
額
面
未
満
の
発
行
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
（
商
二
〇
二
条
一
項
、
二
項
、
三
項
）
、
無
額
面
株
式
に
は
こ
の

制
限
が
存
在
し
な
い
た
め
、
資
金
調
達
の
便
宜
と
い
う
こ
と
か
ら
で
あ
る
の
と
こ
ろ
で
額
面
株
式
と
無
額
面
株
式
は
、
共
に
株
式
と
し
て
全
く
平

等
均
質
に
扱
わ
れ
て
い
る
た
め
、
無
額
面
株
式
制
度
の
採
用
が
、
額
面
株
式
に
つ
い
て
額
面
を
法
定
す
る
意
味
を
な
く
し
て
し
ま
つ
た
と
い
う
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
、
無
額
面
株
式
の
採
用
に
よ
つ
て
、
従
来
の
よ
う
に
額
面
株
式
の
券
面
額
と
発
行
済
株
式
数
を
乗
ず
れ
ば
資
本
の
額
が
算
出

さ
れ
る
関
係
は
な
く
な
つ
て
し
ま
つ
た
し
、
無
額
面
株
式
は
、
単
に
名
目
的
な
発
行
価
額
で
も
発
行
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
株
式
を
分
割
す

る
場
合
で
も
、
額
面
株
式
を
分
割
す
る
に
は
額
面
に
よ
る
制
約
が
あ
る
た
め
、
額
面
以
下
に
分
割
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
そ
の
目
的
を
達
成

す
る
た
め
に
は
、
無
額
面
株
式
を
追
加
発
行
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
つ
て
法
が
額
面
株
式
の
ほ
か
に
無
額
面
株
式
を
認

め
た
こ
と
は
、
こ
れ
に
よ
つ
て
少
く
と
も
額
面
株
式
の
最
低
限
を
法
定
す
る
意
義
を
希
薄
化
し
て
し
ま
つ
た
と
い
え
よ
う
。

六
　
立
　
法
　
論

　
最
近
、
会
社
法
の
改
正
に
関
し
額
、
面
株
式
の
額
面
の
最
低
金
額
を
め
ぐ
つ
て
、
こ
れ
を
引
上
げ
よ
う
と
す
る
意
見
と
、
こ
れ
を
撤
廃
す
べ
き
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

あ
る
と
す
る
意
見
と
が
あ
る
。
し
か
し
私
は
、
こ
の
い
ず
れ
に
も
改
正
す
べ
き
で
あ
る
と
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
は
、
以
上
に
述
べ
た
よ
う
に
、
額
面

株
式
の
一
株
の
最
低
限
を
法
定
す
る
意
味
は
、
昭
和
二
五
年
の
商
法
改
正
を
契
機
に
変
質
し
た
と
い
え
る
か
ら
で
あ
る
。
曜
和
二
五
年
の
改
正
の

際
に
、
額
面
株
式
一
株
の
金
額
を
最
低
五
〇
〇
円
と
し
た
が
、
昭
和
二
五
年
の
改
正
法
施
行
前
に
成
立
し
た
会
社
お
よ
び
同
改
正
法
施
行
後
旧
法

に
よ
つ
て
成
立
す
る
会
社
に
つ
い
て
は
こ
れ
を
強
制
せ
ず
、
単
に
五
〇
〇
円
以
上
に
す
る
た
め
の
株
式
併
合
の
手
続
を
認
め
た
に
す
ぎ
な
か
つ
た

　
　
　
額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
っ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
（
二
一
四
三
）



　
　
　
額
面
株
式
の
額
面
最
低
限
の
法
定
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
　
　
（
一
二
四
四
）

こ
と
、
ま
た
、
同
じ
昭
和
二
五
年
の
改
正
に
よ
つ
て
、
こ
れ
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
た
額
面
株
式
の
ほ
か
に
、
無
額
面
株
式
を
認
め
た
た
め
で
あ
る
。

　
し
た
が
つ
て
法
が
株
式
を
額
面
株
式
に
限
定
し
て
額
面
を
引
上
げ
る
か
、
無
額
面
株
式
の
み
に
限
定
し
て
額
面
を
撤
廃
す
る
な
ら
格
別
、
額
面

株
式
の
ほ
か
に
無
額
面
株
式
を
認
め
な
が
ら
、
額
面
株
式
の
方
だ
け
そ
の
額
面
引
上
げ
を
強
調
し
て
も
無
意
味
で
あ
る
。
ま
た
、
額
面
株
式
と
無

額
面
株
式
の
両
建
を
認
め
つ
つ
、
そ
の
両
方
に
、
株
式
資
本
の
調
達
の
便
宜
と
不
健
全
な
零
細
投
資
の
防
止
と
い
う
二
つ
の
要
請
の
調
和
す
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

こ
ろ
で
最
低
発
行
価
額
を
法
定
す
べ
し
と
す
る
説
も
あ
る
が
、
そ
れ
は
結
局
無
額
面
株
式
制
度
の
否
定
に
つ
な
が
り
賛
成
し
得
な
い
。

　
思
う
に
、
額
面
の
引
上
げ
を
強
制
す
る
に
は
、
国
家
的
見
地
か
ら
み
て
特
に
零
細
投
資
を
禁
止
す
る
だ
け
の
理
由
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず

で
あ
る
。
が
、
そ
れ
が
単
に
会
社
の
事
務
を
簡
素
化
す
る
た
め
だ
け
な
ら
ば
、
各
会
社
の
自
由
に
ゆ
だ
ね
れ
ば
よ
く
、
法
を
以
て
額
面
引
上
を
強

制
す
べ
き
理
由
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
上
、
も
と
も
と
額
面
金
額
は
、
会
社
の
規
模
と
の
関
係
が
問
題
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
意
味
で
も
株

式
の
券
面
額
は
、
各
会
社
の
自
治
に
任
せ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
と
思
う
。

　
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
現
行
商
法
一
九
九
条
は
、
「
会
社
は
額
面
株
式
若
は
無
額
面
株
式
又
は
其
の
双
方
を
発
行
す
る
こ
と
を
得
」
と
規
定
し
、

会
社
か
額
面
を
引
上
げ
て
額
面
株
式
の
み
を
発
行
す
る
こ
と
も
、
ま
た
無
額
面
株
式
を
発
行
す
る
こ
と
も
、
ま
た
そ
の
両
者
を
発
行
す
る
こ
と
も
認

め
て
い
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
、
会
社
の
規
模
や
現
状
に
あ
わ
せ
て
、
各
会
社
が
対
拠
で
き
る
現
行
法
は
、
実
に
妙
味
に
富
ん
だ
立
法
だ
と
い

い
得
る
。

　
そ
れ
故
私
は
、
こ
の
規
定
に
つ
い
て
の
改
正
は
必
要
な
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

　
（
1
V
矢
沢
ほ
か
前
掲
四
頁
、
五
頁
。

　
（
2
）
矢
沢
ほ
か
前
掲
一
、
二
頁
。


